
鳥人間プロジェクトの活動を通して得られた成果と

チームマネジメントの課題

笹本晴聖（徳島大学理工学部） 
石川真志（徳島大学大学院社会産業理工学研究部 ） 
森口茉梨亜（徳島大学 高等教育研究センター） 

１．徳島大学鳥人間プロジェクトについて

徳島大学鳥人間プロジェクト トクトリ は讀

賣テレビが主催する鳥人間コンテストへの出場

を目的として活動している。

鳥人間コンテストは、プロペラを動力として飛

行する人力飛行機部門と動力なしでプラットホ

ームから滑空する滑空機部門があり、トクトリは

滑空機部門での出場を目指している。

現在、 年生から 年生まで合わせて計 名

で活動している。理工学部の つのコースと薬学

部の学生が所属しており、学部学科を超えて協力

している。

トクトリは、初代プロジェクトリーダーの「空

を飛びたい」という夢から発足しており、今年度

で結成 4 年目である。初年度および 2 年目は、航

空力学の学習や設計・製作知識の収集、プロトタ

イプの製作など出場するための準備を行い、3 年

目に鳥人間コンテストに出場するという 3 年計

画を立てていた。しかし、3 年目である 2020 年は

コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とな

ってしまった。そのため、新たな 3 年計画として、

鳥人間コンテスト 2021 大会への出場だけでなく、

次年度以降も連続出場することを掲げた。 
 

２．年間活動と活動成果

今回は特に鳥人間コンテスト 2021 出場までの

1 年間の活動とその成果について報告する。 
年間計画 （2020 年 8 月～2021 年 7 月）を下記

に示す。 
2020 年 
8 月 トークイベント 
9 月 クラウドファンディング準備 
10 月 科学技術アカデミー 
11 月 塗り絵コンテスト（塗り絵募集） 

 クラウドファンディング 
12 月 塗り絵コンテスト（展示） 
 機体設計 
2021 年 
1 月 鳥コン出場申込書作成 
2 月 鳥コン出場申込書提出 
3 月～6 月 機体製作 
7 月 機体お披露目会 

鳥コン出場準備 
鳥コン出場 

2021 年 7 月トクトリは発足時の 3 年計画の目

的であった鳥人間コンテスト出場を果たした。 
 

３．直面した問題

2020 年 8 月から 12 月までは立て続けに 3 つの

イベントを行った。鳥人間コンテスト 2020 大会

の中止を受けて、代わりにチームの周知活動に力

を入れた結果である。 
トークイベントや科学技術アカデミー、塗り絵

コンテストを開催したが、イベント準備から開催

にかけてチームのマネジメント面で多くの反省

があった。また、その原因は「目的の明確化とメ

ンバーへの共有」、「仕事の分担」、「計画が十分練

られていない」ことに分類された（図１） 。特に

チーム内で目的の共有が不十分であったことは、

プロジェクト活動において大きな問題であるこ

とを理解するきっかけとなった。 
活動を進める中で、チームメンバーの減少も問

題であった。2021 年 3 月の時点で 15 名いたメン

バーが新年度を迎えるにあたり、7 名に減少して

しまった。途中離脱は機体づくりができない等の

活動内容の変更によるモチベーションの低下が

原因であった。4 月からは新しく 1 年生が 10 名

口頭発表B⑥　14：55～15：15

口

頭

発

表

36―　　― 37―　　―

令和 3 年度　全学FD推進プログラム　第17回大学教育カンファレンス in 徳島



鳥人間プロジェクトの活動を通して得られた成果と

チームマネジメントの課題

笹本晴聖（徳島大学理工学部） 
石川真志（徳島大学大学院社会産業理工学研究部 ） 
森口茉梨亜（徳島大学 高等教育研究センター） 

１．徳島大学鳥人間プロジェクトについて

徳島大学鳥人間プロジェクト トクトリ は讀

賣テレビが主催する鳥人間コンテストへの出場

を目的として活動している。

鳥人間コンテストは、プロペラを動力として飛

行する人力飛行機部門と動力なしでプラットホ

ームから滑空する滑空機部門があり、トクトリは

滑空機部門での出場を目指している。

現在、 年生から 年生まで合わせて計 名

で活動している。理工学部の つのコースと薬学

部の学生が所属しており、学部学科を超えて協力

している。

トクトリは、初代プロジェクトリーダーの「空

を飛びたい」という夢から発足しており、今年度

で結成 4 年目である。初年度および 2 年目は、航

空力学の学習や設計・製作知識の収集、プロトタ

イプの製作など出場するための準備を行い、3 年

目に鳥人間コンテストに出場するという 3 年計

画を立てていた。しかし、3 年目である 2020 年は

コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とな

ってしまった。そのため、新たな 3 年計画として、

鳥人間コンテスト 2021 大会への出場だけでなく、

次年度以降も連続出場することを掲げた。 
 

２．年間活動と活動成果

今回は特に鳥人間コンテスト 2021 出場までの

1 年間の活動とその成果について報告する。 
年間計画 （2020 年 8 月～2021 年 7 月）を下記

に示す。 
2020 年 
8 月 トークイベント 
9 月 クラウドファンディング準備 
10 月 科学技術アカデミー 
11 月 塗り絵コンテスト（塗り絵募集） 

 クラウドファンディング 
12 月 塗り絵コンテスト（展示） 
 機体設計 
2021 年 
1 月 鳥コン出場申込書作成 
2 月 鳥コン出場申込書提出 
3 月～6 月 機体製作 
7 月 機体お披露目会 

鳥コン出場準備 
鳥コン出場 

2021 年 7 月トクトリは発足時の 3 年計画の目

的であった鳥人間コンテスト出場を果たした。 
 

３．直面した問題

2020 年 8 月から 12 月までは立て続けに 3 つの

イベントを行った。鳥人間コンテスト 2020 大会

の中止を受けて、代わりにチームの周知活動に力

を入れた結果である。 
トークイベントや科学技術アカデミー、塗り絵

コンテストを開催したが、イベント準備から開催

にかけてチームのマネジメント面で多くの反省

があった。また、その原因は「目的の明確化とメ

ンバーへの共有」、「仕事の分担」、「計画が十分練

られていない」ことに分類された（図１） 。特に

チーム内で目的の共有が不十分であったことは、

プロジェクト活動において大きな問題であるこ

とを理解するきっかけとなった。 
活動を進める中で、チームメンバーの減少も問

題であった。2021 年 3 月の時点で 15 名いたメン

バーが新年度を迎えるにあたり、7 名に減少して

しまった。途中離脱は機体づくりができない等の

活動内容の変更によるモチベーションの低下が

原因であった。4 月からは新しく 1 年生が 10 名

口頭発表B⑥　14：55～15：15

口

頭

発

表

36―　　― 37―　　―

令和 3 年度　全学FD推進プログラム　第17回大学教育カンファレンス in 徳島 令和 3 年度　全学FD推進プログラム　第17回大学教育カンファレンス in 徳島


	口頭発表後半

